
「力だめし」数学① 

(所要時間 20分) 

【１】次の計算をしなさい。            (★) 

（１）－3－8（２）5＋(－9)（３）－
1

3
＋

1

2
 

（４）−72＋19（５）(−8)2 − 52（６）－4＋8－9 

【２】次の計算をしなさい。            (★) 

（１）(－2)×12（２）(－24)÷4（３）1.5÷(－3) 

（４）(−4)2×
7

8
（５）−

5

12
÷

20

3
（６）32÷(－4)×(－5) 

【３】次の問いに答えなさい。           (★) 

（１）気温が 6℃から 11℃下がると何℃になるか求めなさ

い。 

（２）次の 4つの数を、小さい順に左から並べなさい。 

１， −
10

3
， 0， －5 

（３）絶対値が 4より小さい整数はいくつあるか。 

（４）－1000 円の損失を、負の整数を使わないで表しなさ

い。 

（５）次の絶対値をいいなさい。 

①－8  ②＋6.8  ③－7.9  ④＋
3

8
 



【４】下の表は、生徒Ａ～Ｆのそれぞれの体重からＤの体重

をひいた値を表したものである。次の問いに答えなさい。 

(★★)                                            

生徒 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

Ｄの体重をひいた値（㎏） －9 ＋5 ＋11 0 －3 ＋8 

（１）ＡとＣの体重の差を求めなさい。 

（２）6 人の体重の平均は 56 ㎏であった。このとき、Ｆの

体重を求めなさい。 

【５】下の表のア～オに数を入れて、縦、横、斜め、それぞ

れの３つの数の和がどれも等しくなるようにしたい。次の問

いに答えなさい。   (★★) 

＋2  ㋑  ㋔ 

 ㋓ －1  ㋒ 

 ㋐ ＋3 －4 

（１）㋐～㋔にあてはまる数を求めなさい。 

（２）表中の 9 つの数の和を求めなさい。 

 

 

 


